
平成 27 年３月 17 日 

各  位 

「2015 年５月期 第３四半期連結業績概要」のお知らせ 

「平成 27 年５月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に関する補足説明の資料として、

添付の「2015 年５月期 第３四半期連結業績概要」をお知らせいたします。 

なお、本資料には、当社の現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。これら将来の

計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画･予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、本資料

はその実現を確約、保証するものではございません。

また、本資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。
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2015年３月17日
アスクル株式会社

2015年５月期 第３四半期連結業績概要

２桁成長継続、当期純利益倍増
～ＢｔｏＢ事業は収益力が着実に向上、収穫逓増へ～

～LOHACOはロイヤルカスタマー20万人達成、さらなる成長に注力～

https://www.askul.co.jp/kaisya/


（ご注意）
本資料には、当社グループの現在の計画や業績の見通しなどが含まれております。

これら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに当社が計画･予想し
たものであります。実際の業績などは、今後の様々な条件・要素により、この計画・予想
などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、保証するものではござい
ません。

なお、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

本資料における「LOHACO」とは、ヤフー株式会社との提携により2012年10月にスター
トした一般消費者向けのオンライン通信販売事業のサービス名称です。

「ＢtoＢ」とは、企業(Business)と企業(Business)との間で行われる取引を指します。

本資料の全部またはその一部（商標・画像等を含む）について、加工の有無を問わず
当社の許可なく複製および転載することを禁じます。
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Ⅰ 第３四半期実績
～２桁成長継続、当期純利益倍増～

Ⅱ 物流力の強化
～さらなる効率化を追求～

Ⅲ ＢｔｏＢ事業の状況
～収益力が着実に向上、収穫逓増へ～

Ⅳ LOHACO事業の状況
～ロイヤルカスタマー20万人達成、さらなる成長に注力～

２



百万円 ％ 百万円 ％ ％

売上高 182,404 100 201,898 100 110.7

売上総利益 40,463 22.2 43,987 21.8 108.7

販売費および
一般管理費 37,959 20.8 40,060 19.8 105.5

営業利益 2,503 1.4 3,926 1.9 156.8

経常利益 2,555 1.4 4,002 2.0 156.6

当期純利益 1,081 0.6 2,295 1.1 212.2

14/５期 ３Ｑ累計 15/５期 ３Ｑ累計

前年
同期比

売上高
比率

売上高
比率

３

15/５期 第３四半期累計 連結業績

 トップラインは
２桁成長を継続

 物流生産性の改善等
により売上高販管費比率
1.0pt改善

 営業利益・経常利益
ともに大幅増益

 当期純利益は倍増



15/５期 第３四半期累計 連結業績【事業別】

前年同期比
％

ＢtoＢ事業等 1,745 1,877 107.6

LOHACO 78 141 179.3

連結合計 1,824 2,018 110.7
107.0

ＢtoＢ事業等 45 67 146.6

LOHACO ▲20 ▲25 －

小計 25 42 168.1

子会社
一過性損失 － ▲2 －

連結合計 25 39 156.8

売
上
高

営
業
利
益

15/５期
３Ｑ累計

億円

14/５期
３Ｑ累計

億円

４

 売上高
ＢｔｏＢ事業等は成長継続

LOHACOは
前年同期比179.3％

 営業利益
ＢｔｏＢ事業等は前年同期比
146.6％で収穫逓増へ

LOHACOは継続して
成長施策を展開
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※ＭＲＯ・メディカル事業はLOHACO分を除いております。

（億円）

15/５期第３四半期累計（実績）
売上高 2,018億円
前年同期差 ＋194億円
前年同期比 110.7％

15/５期 第３四半期連結売上高の増加要因

＋62

＋92
＋40 LOHACO

売上高 141億円
前年同期差 ＋62億円

ＭＲＯ・メディカル事業※
売上高 317億円
前年同期差 ＋40億円

その他ＢｔｏＢ事業等
売上高 1,560億円
前年同期差 ＋92億円

５

14/５期第３四半期累計（実績）
売上高 1,824億円
前年同期差 ＋167億円
前年同期比 110.1％



14/５期 ３Ｑ累計 営業利益
（実績） 25億円

（億円）
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15/５期第３四半期累計（実績）
売上高前年同期比 110.7％
売上総利益率 21.8％
販管費率 19.8％

15/５期 ３Ｑ累計 営業利益
（実績） 39億円
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15/５期 第３四半期連結営業利益の増減要因

▲４
▲２

42

14/５期第３四半期累計（実績）
売上高前年同期比 110.1％
売上総利益率 22.2％
販管費率 20.8％

６



百万円 ％ 百万円 ％ ％

売上高 63,189 100 69,954 100 110.7

売上総利益 13,784 21.8 15,297 21.9 111.0

販売費および
一般管理費 12,748 20.2 13,007 18.6 102.0

営業利益 1,036 1.6 2,289 3.3 220.9

経常利益 1,031 1.6 2,296 3.3 222.5

当期純利益 523 0.8 1,409 2.0 269.1

14/５期 ３Ｑ期間 15/５期 ３Ｑ期間

前年
同期比

売上高
比率

売上高
比率

７

 第３四半期期間でも
トップラインは２桁成長

 売上総利益率および
販管費比率は改善し
営業利益率が大幅向上

 営業利益・経常利益2.2倍
当期純利益2.7倍

15/５期 第３四半期期間（３ヶ月） 連結業績



億円 億円 億円

ＢtoＢ事業等 590 640 647 108.6

LOHACO 40 48 52 145.0

連結合計 630 689 699 110.7

ＢtoＢ事業等 12 23 30 175.6
（売上高営業利益率） 2.2% 3.7% 4.7%
LOHACO ▲ 9 ▲ 8 ▲ 7 ―

子会社一過性損失 ― ▲ 2 ▲ 0 ―

連結合計 3 12 22 220.9
（売上高営業利益率） 0.6% 1.8% 3.3%

売
上
高

営
業
利
益

前年

同期比
％

15/５期

１Ｑ期間

15/５期

２Ｑ期間

15/５期

３Ｑ期間

15/５期 事業別連結業績推移（四半期別）

８

 ＢｔｏＢ事業等
売上高販管費比率
大幅改善により
営業利益率向上

 LOHACO
営業損益着実に改善

連結合計は収穫逓増へ



売上高は計画通り、営業利益の未達幅縮小、通期計画達成へまい進

0

20

40

60

80

100

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

15/５期計画

15/５期実績

（注）通期計画を100％とした場合の各四半期累計の推移

（四半期）

計画実績

（％）

売上高の進捗状況

0

20

40

60

80

100

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

15/５期計画

15/５期実績

（注）通期計画を100％とした場合の各四半期累計の推移

（四半期）

計画

実績

（％）

営業利益の進捗状況

９

子会社
一過性損失



億円 ％ 億円 ％ ％

売上高 2,534 100 2,770 100 109.3

売上総利益 557 22.0 615 22.2 110.4

販売費および
一般管理費 514 20.3 550 19.9 107.0

営業利益 42 1.7 65 2.3 152.0

経常利益 44 1.8 64 2.3 145.2

当期純利益 21 0.9 34 1.2 157.0

14/５期 通期実績

売上高
比率

売上高
比率

前期比

15/５期　通期計画

足元の
収益性向上

に自信

通期計画を
据え置く

15/５期 通期計画 連結業績
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Ｅコマース№１にむけたさらなる物流効率化
イノベーションによる物流サービスの進化

LOHACO事業は引き続きトップライン重視
お客様起点のＥＣマーケティングを成長エンジンへ

磐石のＢｔｏＢ事業は成長分野に注力
安定的な増収増益を創出

15/５期 全社方針

11



Ⅰ 第３四半期実績
～２桁成長継続、当期純利益倍増～

Ⅱ 物流力の強化
～さらなる効率化を追求～

Ⅲ ＢｔｏＢ事業の状況
～収益力が着実に向上、収穫逓増へ～

Ⅳ LOHACO事業の状況
～ロイヤルカスタマー20万人達成、さらなる成長に注力～

12
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上期 下期 上期 ３Ｑ

現場視点での改善
・在庫商品の最適配置
・梱包・補充作業の平準化

設備・システム投資による改善
・既存マテハン設備能力の増強

14/５期 15/５期

庫内作業単価（全センター平均）

生産性は
大幅に改善

かつ安定継続
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14アスクルとLOHACOの物流プラットフォーム

https://www.youtube.com/watch?v=XLjlbNGIIFw&feature=player_embedded


Ⅰ 第３四半期実績
～２桁成長継続、当期純利益倍増～

Ⅱ 物流力の強化
～さらなる効率化を追求～

Ⅲ ＢｔｏＢ事業の状況
～収益力が着実に向上、収穫逓増へ～

Ⅳ LOHACO事業の状況
～ロイヤルカスタマー20万人達成、さらなる成長に注力～

15



ＢｔｏＢ
事業所向け

16

https://askulmed.jp/mp/member/top/top.do
https://askulmed.jp/mp/member/top/top.do
http://www.askul.co.jp/
http://www.askul.co.jp/
http://www.soloelarena.com/
http://www.soloelarena.com/
https://www.soloel.com/
https://www.soloel.com/


1802/５期 04/５期 06/５期 08/５期 10/５期 12/５期 14/５期

ＢｔｏＢ事業売上高
第２成長が本格化

東
日
本
大
震
災

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

実績・計画

17※ＢｔｏＢ事業（単体）の売上高推移

http://www.askul.co.jp/
http://www.askul.co.jp/


21

22

23

８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月

※販売奨励金・エージェントインセンティブ等
を除いて算出しております。

22-1カタログ
有効期間

全商品
新価格
を反映

価格改定後
商品粗利率維持

商
品
粗
利
率

22-2カタログ
期間限定値下げ

ＢｔｏＢ事業（単体）商品粗利率※の推移

「アスクルカタログ2015春・夏号」
2015年２月発刊

競争優位は堅持
高い収益性も維持

新カタログ（23-1）発刊
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お客様数（製造業・医療介護中心）の拡大

新たなヘッド商品（MRO・メディカル）の投入

お客様稼動を高めるＥＣ購買サイトの進化

ＢｔｏＢ事業の成長を支える３つの施策

19



2014/５期 実績

製造・建設

医療・介護

その他

製造・建設

医療・介護

2015/５期 目標

その他

製造・建設
医療・介護

約17万社
開拓へ

2015年２月末現在

12万社超
開拓

20

お客様数（製造業・医療介護中心）の拡大
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成長分野は引き続き売上高拡大

※LOHACOの販売分も含めております。

メディカル事業売上高

（億円）

15/５期目標

13％成長
114億円

※LOHACO（ロハコドラッグ医薬品など）も含めております。 21
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アスクルグループ
ＭＲＯ事業売上高

（億円）

15/５期目標

20％成長
340億円

※LOHACOの販売分も含めております。



業種を問わない超汎用品
カタログ掲載

ヘッド商品

業種を
意識した
専門品
拡大

業種を意識した汎用品

新ヘッド商品

22

新たなヘッド商品（ＭＲＯ）の投入



業種を問わない超汎用品
カタログ掲載

ヘッド商品

業種を
意識した
専門品
拡大

業種を意識した汎用品

新ヘッド商品

23

新たなヘッド商品（ＭＲＯ）の投入

製造業のお客様向けに
さらに800アイテムを４月追加予定



メディカルカタログに
生活用品も多数掲載

（洗剤、家庭紙、飲料等）

300

320

340

360

380

400

14/５期

３Ｑ累計

15/５期

３Ｑ累計

（億円）

＋32億円

※LOHACO販売分を除いております。

生活用品の売上高推移（ＢtoＢ事業）

新規開拓した
介護施設のお客様の

稼動を促進
24

メディカル＆ケア
カタログ2015 
春の特別号
（2/23発刊）



全お客様に同一バナーを表示

25

旧サイト 新サイト 介護業種のお客様画面

お客様の志向にあった商品を個別に提案

お客様稼動を高めるＥＣ購買サイトの進化



ＢtoＢ事業は新たな市場の開拓と
さらなる収益力強化にまい進

26



Ⅰ 第３四半期実績
～２桁成長継続、当期純利益倍増～

Ⅱ 物流力の強化
～さらなる効率化を追求～

Ⅲ ＢｔｏＢ事業の状況
～収益力が着実に向上、収穫逓増へ～

Ⅳ LOHACO事業の状況
～ロイヤルカスタマー20万人達成、さらなる成長に注力～

27



×

28LOHACOコミットメントムービー

https://www.youtube.com/watch?v=QuQRtT3hwyY&feature=player_embedded


LOHACOの目指す
第２世代Ｅコマースとは

いつでも、どこでも
日常使い

日用品のＥＣ

29

http://lohaco.jp/
http://lohaco.jp/
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30

第２世代
Ｅコマース

№１に向けて

売上高は
大きく伸張



旧サイト 新サイト
２月19日 サイトリニューアル

ロハコさんのニーズにあわせ

カテゴリ表示刷新・買い方提案 31

http://lohaco.jp/
http://lohaco.jp/


※2015年３月17日時点

LOHACO ＥＣマーケティングラボ 参加企業50社へ
32

メーカーと一体でマーケティングを実践
【2 期参加企業】

アサヒ飲料株式会社、アサヒビール株式会社、味の素株式会社、味の素ゼネラルフーヅ株式会社、株式会社伊藤園、

伊藤忠食品株式会社、江崎グリコ株式会社、エスエス製薬株式会社、エステートレーディング株式会社、

王子ネピア株式会社、大塚製薬株式会社、花王カスタマーマーケティング株式会社、カゴメ株式会社、

片岡物産株式会社、亀田製菓株式会社、カルビー株式会社、キーコーヒー株式会社、キッコーマン飲料株式会社、

キッコーマン食品株式会社、キリンビール株式会社、キリンビバレッジ株式会社、株式会社湖池屋、

コカ・コーラカスタマーマーケティング株式会社、小林製薬株式会社、サッポロビール株式会社、

サントリー酒類株式会社、サントリーフーズ株式会社、株式会社資生堂、スリーエムジャパン株式会社、

大王製紙株式会社、日清食品株式会社、日本ケロッグ合同会社、日本製紙クレシア株式会社、ネスレ日本株式会社、

ハウス食品株式会社、富士フイルム株式会社、プロクター・アンド・ギャンブル・ジャパン株式会社、

ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社、株式会社 Mizkan、メロディアン株式会社、森永製菓株式会社、

UCC上島珈琲株式会社、ユニ・チャーム株式会社、ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社、

ライオン株式会社、株式会社良品計画、ロート製薬株式会社、株式会社ロッテ、和光堂株式会社 ほか

（敬称略、五十音順）
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※ロハコさん：
リピーターのうち一定基準を
満たしたロイヤルカスタマー

2013年 2014年

ロハコさん※

順調に拡大

第２世代のＥコマースは確実に浸透

約２年半で

20万人

次のマイルストーン

100万人
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LOHACOは
さらなる成長に注力
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付 録
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15/５期 第３四半期累計 品目別売上高 単体

単体売上高も
過去最高

注力品目は
２桁成長実現

前年同期比 前年同期比

億円 ％ 億円 ％

ＯＡ・ＰＣ 634 105.3 650 102.5

文具 386 107.8 417 108.0

生活用品 412 121.5 503 122.2

ファニチャー 130 104.8 140 108.0

その他
（メディカル等） 128 115.5 142 110.7

合　計 1,692 110.2 1,854 109.6

14/５期 ３Ｑ累計 15/５期 ３Ｑ累計
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（1000社）

中堅企業

大手企業

中小事業所

個 人

SOLOEL ARENAは順調に拡大

SOLOEL ARENA等売上金額
（億円）

42
85

149

224

297
345

387
451

534

SOLOEL ARENA等ご登録企業数

616

通期
計画
800
億円

710

前年同期比115.6％、通期計画112.7％を上回る

前期３Ｑ実績511億円

今期３Ｑ実績590億円
前年同期比 115.6％
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新カタログ発刊

総ページ数 1,280 ページ

取扱商品数 約 33,600 アイテム

新規取扱商品数 約  2,400 アイテム

オリジナル商品数 約  5,800 アイテム

グリーン商品数 約 12,200 アイテム

＜参考＞　2014秋･冬号の概要

　　　　　　　総ページ数：1,282ページ

　　　　　　　取扱商品数：約33,400アイテム

「アスクルカタログ2015春・夏号」
2015年２月発刊 38



新カタログ発刊～競争力～

競争力
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新カタログ発刊～独自性～

独自性
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新カタログ発刊～付加価値～

付加価値
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売上総利益額 439億円
前年同期差 ＋35億円
売上総利益率 21.8％ 前年同期差 ▲0.4ポイント

 円安・原材料高による売上原価上昇とLOHACOの価格戦略により一時的に低下
したものの足元は大幅改善傾向

販管費 400億円 前年同期差 ＋21億円

売上高販管費比率 19.8％ 前年同期差 ▲1.0ポイント

 経費削減や増収効果による固定費比率低下の好影響と、物流生産性の改善等
により良化

（参考）広告宣伝費・販売促進費

連結売上総利益・販管費・設備投資について

13.8億円

設備投資 23億円（年間計画 63億円）

（主な投資）ASKUL Logi PARK 福岡 物流基盤増強 ５億円

（参考）減価・ソフトウエア償却費 29億円 （年間計画 41億円）
42



② オリジナル商品

14/５期 ２月度 15/５期 ２月度 前年同月度差

オ リ ジ ナ ル 商 品 数 5,113 5,863 ＋750

単 体 売 上 高 構 成 比

（ う ち Ｂ t o Ｂ 事 業 ）

16.3％

（17.0%）

17.5％

（18.6％）

＋1.2ポイント

（＋1.6ポイント）

（単位：アイテム）

① インターネット売上高比率

14/５期
第３四半期累計

15/５期
第３四半期累計

前年同期差

イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由 73.6％ 76.5％ ＋2.9％ポイント

上 記 以 外 26.4％ 23.5％ ▲2.9％ポイント

（注１） 売上高比率は、受注ベースで記載しております。

（注１） 各期２月度の単月実績を記載しております。

（注２） 売上高構成比率算出に用いるオリジナル商品売上高（分子）には、オリジナル・コピーペーパーは
含まれておりません。

（注３） オリジナル商品数にメディカル＆ケアカタログ、メディカルプロカタログは含まれておりません。
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建 設 仮 勘 定 （ 注 ３ , ４ ） 35 676 1921.4％

ソフトウエア仮勘定（注４） 184 178 96.8％

（単位：百万円）

科目名

14/５期
第３四半期累計

15/５期
第３四半期累計

金 額 金 額 前年同期比

【 設 備 投 資 額 】 （ 注 ２ ） 23,687 2,340 9.9％

有 形 固 定 資 産 （ 注 ２ ） 22,205 1,308 5.9％

無 形 固 定 資 産 1,482 1,031 69.6％

③ 設備投資

44

（注１） 設備投資額は発生ベース額にて記載しております、減少分は反映しておりません。

（注２） 14/５期の投資額が大きくなっているのは、ASKUL Logi PARK首都圏の投資が計上されているためです。

（注３） 15/５期の投資額が大きくなっているのは、ASKUL Logi PARK福岡の投資が計上されているためです。

（注４） 建設仮勘定およびソフトウエア仮勘定は一部消費税等を含んでおります。



② オリジナル商品

14/５期 11月度 15/５期 11月度 前年同月度差

オ リ ジ ナ ル 商 品 数 5,113 5,863 ＋750

売 上 高 構 成 比 16.3％ 18.6％ ＋2.3ポイント

（単位：アイテム）

2014年12月17日に開示いたしました「2015年５月度 第２四半期連結業績概要」のお知らせの
《付録》（４４ページ掲載）に関し、一部訂正がございましたので、下記の通りお知らせいたします。
（下線分が訂正箇所になります。）
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【訂正前】

② オリジナル商品 （単位：アイテム）

【訂正後】

以上

14/５期 11月度 15/５期 11月度 前年同月度差

オ リ ジ ナ ル 商 品 数 5,113 5,863 ＋750

単 体 売 上 高 構 成 比

（ う ち Ｂ t o Ｂ 事 業 ）

16.3％

（16.8%）

17.6％

（18.6％）

＋1.2ポイント

（＋1.9ポイント）




